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　１年前に友人に誘われ
たのがきっかけで教室に
参加しました。教室でし
ているストレッチを、家
でも毎日しています。今
では、１年前にできなかっ
た１分間の片足立ちがで
きるようになるなど効果
がでて非常に嬉しいです。
教室の雰囲気も良く、他
の参加者と笑い合って参
加しています。

体を動かすのが好きで、
３年前に教室の募集を知
り参加しました。教室に
参加してみて一番楽しい
ことは、仲間との交流で
す。教室で習ったことを
家でしてみたり、家でし
ていることを教室の仲間
と話し合ったりしている
と元気がでます。

松 原 か ら だ 元 気
アップ教室参加者

河
か わ せ

瀬　礼
れ い こ

子さん
（76 歳）

中 郷 か ら だ 元 気
アップ教室参加者

寺
てらかわ

川　悦
え つ こ

子さん
（65 歳）

10 年後の元気のために

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
元

気
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
な
に
よ

り
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
超
高
齢
社
会
に
な
り
、
介
護
を
受
け

る
人
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
介
護
を
受
け
ず
に
自
立
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
健
康
で
あ
る
う
ち
か

ら
、
予
防
対
策
に
取
り
組
む
事
が
必
要

で
す
。

　
し
か
し
、
介
護
予
防
と
い
わ
れ
て

も
「
何
を
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」

「
自
分
は
ま
だ
関
係
な
い
」「
ひ
と
り
で

は
続
か
な
い
」
と
思
う
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
介
護
保
険
課
で
は
、
運
動
機

能
な
ど
を
維
持
し
自
分
ら
し
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
介
護
予
防
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
介
護
予
防
教
室
の

「
か
ら
だ
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

年
齢
の
経
過
に
よ
り
、
次
第
に
筋
肉
は
衰
え
て

い
き
ま
す
。
10
年
後
も
今
と
変
わ
ら
ず
元
気
で
過

ご
す
た
め
に
は
、
筋
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。
し
か
し
筋
力
の
低
下
に
よ
り
、
で

き
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
体
を
動
か
す
こ
と
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
る
事
が

大
切
。
で
き
な
い
と
思
い
込
ま
ず
、
気
軽
に
簡
単

に
で
き
る
運
動
か
ら
一
緒
に
始
め
ま
し
ょ
う
！
ま

ず
は
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
で
、
で
き
な
か
っ
た
動

き
も
だ
ん
だ
ん
で
き
る
よ
う
に
な
り
運
動
を
楽
し

み
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
き
る
こ
と
を

　
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切

介護予防教室
　講師から一言

松原からだ元気アップ教室
開催期間　平成 24 年６月～平成 25 年３月

　今年度で３年目の活動となる「松原からだ元
気アップ教室」。参加者同士和気あいあいとした
雰囲気で、皆さん楽しく笑顔で教室に参加され
ています。
　現在この教室の登録者は 25 人。理学療法士に
よる介護予防運動を中心に、松原公民館で活動
を行っています。
　この『からだ元気アップ教室』は、１地区に
つき３年経過を目途に自主グループになること
を目指しており、松原も 25 年度の自主グループ
化に向けて話し合いをしています。

中郷からだ元気アップ教室
開催期間：平成 24 年４月～平成 25 年１月

　今年度で２年目となった「中郷からだ元気アッ
プ教室」は、中郷公民館で健康運動指導士の指
導を中心に活動しています。

中郷からだ元気アップ教室講師
　　　健康運動指導士

　　　かせ村  美
み か

夏  氏

理学療法士による「なぎなた」を使った運動
（松原からだ元気アップ教室　1 月 10 日）

タオルを使い和気あいあいと運動を行う参加者
（中郷からだ元気アップ教室　1 月 15 日）

介
護
予
防
教
室

か
ら
だ
元
気

　
　
　
　
ア
ッ
プ
教
室

（
月
に
１
回
～
２
回
の
活
動
）

対
象
者　

65
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
（
要
介
護
認
定
者
を
除
く
）

内　

容

▼
健
康
運
動
指
導
士
ま
た
は
理
学
療
法

　

士
に
よ
る
介
護
予
防
運
動

▼
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
指
導

▼
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導

▼
保
健
師
に
よ
る
介
護
予
防
講
話
な
ど

平
成
24
年
度
は
中
郷
と
松
原
の

２
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

今からはじめる介護予防

介護保険課では、今後
も介護予防の教室等を
行います。
ぜひご参加ください

介
護
予
防
教
室
参
加
者
の
声

第２弾！ 10 分で活き活き～介護予防エクササイズ～
　年々衰えてくるからだの筋力アップにつながる簡単な体操を行っています。

放送期間　平成 25 年３月まで
放送時間はチャンネルガイドをご覧ください。

RCN つるがチャンネル
（121ch）で放送中

講　師
かせ村先生

問合せ先　介護保険課　☎ 22 － 8181
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認知症ほっとけんまち敦賀

～認知症になっても安心して
　　　　暮らせるまちづくりを目指して～

　認知症になると、記憶力や判断力が低下してくるだけでなく、場所や時間の見当がつかなくなり、
自宅に戻れなくなる「徘徊」をすることがあります。徘徊は、長時間歩き続け、脱水などを起こし
て命に関わる場合もあります。
　市では、認知症高齢者や障がい者（児）の方を事前に登録し、所在が分からなくなった時には地
域で連携して、早期発見保護に努める情報連携システム『徘徊等SOSネットワークシステム』を構
築し、平成24年７月から運用しています。認知症高齢者等がいるご家庭は、事前登録をお勧めします。

に登録しませんか！
徘徊等SOSネットワークシステム

徘徊等SOSネットワークシステムの仕組み

徘徊模擬訓練を実施しました

まずは事前登録

徘徊等発生時の対応イメージ

　認知症高齢者や障がい者（児）で、徘徊の心配がある方や一度でも徘徊したこと
がある方の氏名、住所、身体的特徴、写真等の情報を事前に登録します。
※介護保険課または地域福祉課窓口で登録できます。

　平成 24 年 11 月 29 日、認知
症高齢者が行方不明になったと
いう想定で、徘徊等 SOS ネッ
トワークシステムを用いた情報
連携訓練と徘徊者役への声かけ
体験を行いました。敦賀警察署
から連絡を受けた市が協力機関
にメール配信し、それを受けた
協力機関は業務の中で目配りや
声かけし、目撃情報を敦賀警察
署へ連絡するなど、発見保護に
至るまでの連携のあり方を確認
しました。

　声かけ体験では、協力機関や
事前に認知症サポーター養成講
座を受講した方が、徘徊者役に
声をかけ、やりとりし、実際に
どう声をかけるとよいかを考え
学ぶ機会となりました。

　今回の訓練で明らかとなった
課題等を検討し、実効性のある
ネットワークの構築に努め、こ
れからも安心して暮らせるまち
づくりに取り組んでいきます。
皆さんのご理解とご協力をお願
いします。

　認知症の方は強い不安が
あり、急に近づいて大きな
声で話しかけられたり、行
動を止められたりすると大
変驚いてしまいます。優し
い表情と言葉で「こんにち
は」とあいさつしたり、「お
出かけですか」「何かお手伝
いしましょうか」など、い
つもと変わらない会話から
始めてみましょう。

認知症サポーターになりませんか！

地域包括支援センター職員等が講師となり、認知症の理解や対応の仕方について
学ぶ『認知症サポーター養成講座』を開催しています。講座を受講された方には、
認知症サポーターの証である「オレンジリング」をお渡しします。講座を希望さ
れる団体等は、介護保険課までお問い合わせください。

認知症の方

を支える

初

▲情報連携訓練
（協力機関がメールを受信）

▲声かけ体験（民生委員が徘徊者
役を発見し、声かけをしている）

問合せ先　介護保険課　☎ 22 － 8181

③発見

家族

敦賀
警察署

市介護保険課
①

⑤

④
⑦

②

⑥

大変！

いなくなった

SOS

JR 敦賀駅、バス・タクシー会社、郵便集配、コンビニ、介護サー
ビス・障害福祉サービス事業所、社会福祉協議会、地域包括支援
センター、二州健康福祉センター、病院・診療所、公民館、区長・
民生委員　など

協力機関 日常業務のできる範囲で発見保護の協力をします

◦事前登録がなくても、発生時に登録して
いただければメール配信可能です。

◦土日・祝日も対応しています。

所在が分からなくなったら…
①ご家族から敦賀警察署に、捜索依頼

と同時にメール配信を依頼
② 警察から介護保険課に連絡
③ 介護保険課から協力機関にメール配

信（行方不明情報）
④ 協力機関は、発見保護の協力。何ら

かの情報を得た場合は、警察に連絡
発見されたら…
⑤ 警察からご家族に連絡
⑥ 警察から介護保険課に連絡
⑦ 介護保険課から協力機関にメール配

信（発見報告）

　徘徊等 SOS ネットワークの趣旨を理解し、認知症高齢者等が行方不明になった
時に、日常業務の中で発見保護に協力していただける事業所や団体を募集してい
ます（メールアドレス必須）。詳細は介護保険課にお問い合わせください。

協力機関を
募集しています
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３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

～
う
つ
病
を
防
い
で
自
殺
予
防
～

気
づ
い
て
い
ま
す
か
？ 

　 

の
サ
イ
ン

　
１
日
約
80
人
の
方
が

　
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す

　

我
が
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
10
年
以
降
、
３
万
人
を

超
え
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。（
下
図
１
）
近
年
は

徐
々
に
減
少
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
24
年
の
自
殺

者
数
は
２
７
，７
６
６
人
（
速
報
値
）
と
15
年
ぶ
り
に

３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
毎
日
、

約
80
人
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　

平
成
23
年
の
内
閣
府
の
統
計
に
よ
る
と
、
県
で
は

１
５
４
人
、
市
で
は
11
人
の
方
が
自
殺
に
よ
り
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

　
要
因
が
あ
り
、
連
鎖
す
る

　

自
殺
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
潜
ん
で
い
ま

す
が
、
複
数
の
問
題
が
重
な
っ
て
、
自
殺
に
至
る
事
例

が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
で
亡
く
な
る
と
き
に
１
人
が
抱
え
て
い
た
要
因

の
数
は
、
平
均
４
つ
と
の
調
査
結
果
（「
自
殺
実
態
白

書
２
０
０
８
」
よ
り
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
調
査
よ
り
自
殺
の
10
大
要
因
と
し
て
次
の

項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
う
つ
病

②
家
族
の
不
和

③
負
債

④
身
体
疾
患

⑤
生
活
苦

⑥
職
場
の
人
間
関
係

⑦
職
場
環
境
の
変
化

⑧
失
業

⑨
事
業
不
振

⑩
過
労

　

こ
の
中
で
も
、
最
も
大
き
な
要
因
は
う
つ
病
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
連
鎖
し
、
重
な
り
、
最
終
的
に
う

つ
病
を
引
き
起
こ
し
、
自
殺
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

資料：警察庁「自殺の概要資料」より

自殺者数年次推移
40,000

30,000

20,000

10,000

30,000 人超え

Ｈ
８
Ｈ
９
Ｈ
10

Ｈ
11

Ｈ
12

Ｈ
13

Ｈ
14

Ｈ
16

Ｈ
18

Ｈ
20

Ｈ
22

Ｈ
15

Ｈ
17

Ｈ
19

Ｈ
21

Ｈ
23

女性

男性

▶男女別では、

　約７割が男性

▶年代別では、

　50歳代、60 歳代
が多く、

　近年では 30 歳
代、40 歳代の

　若い世代も増加
傾向

▶原因・動機で多いのは、

　健康問題

　経済・生活問題

　家庭問題

自殺者の傾向
（全国・平成 23年

）　
う
つ
病
は
命
の
危
険
信
号

　

自
殺
者
の
９
割
は
、
な
ん
ら
か
の
心
の
病
を
有
し
て

い
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
中
で
最
も
多
い
の
が
う

つ
病
で
す
。

　

う
つ
病
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
や
体
験
で
感
じ

る
強
い
ス
ト
レ
ス
、
過
度
の
疲
労
、
そ
の
人
の
性
格
や

考
え
方
な
ど
が
相
互
に
影
響
し
合
い
、
脳
内
に
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
て
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
し
ま
う
病

気
で
す
。「
怠
け
て
い
る
」「
甘
え
て
い
る
」
な
ど
と
誤

解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
脳
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
病
気
で

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
に
早
期
に
気
づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と

は
、
自
殺
を
防
ぐ
重
要
な
対
策
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　

心
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き

　
早
め
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

　

日
々
の
生
活
を
送
る
中
で
、
心
が
疲
れ
て
い
る
サ
イ

ン
に
早
め
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
ス
ト
レ
ス
を
大
き
く
さ
せ
た
り
、
た
め
な
い
よ
う

に
し
、
小
さ
な
段
階
で
上
手
に
解
消
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

心
身
の
不
調
が
長
引
く
場
合

は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
相

談
窓
口
や
医
療
機
関
（
精
神
科
、

心
療
内
科
や
か
か
り
つ
け
医
）

に
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
う
つ
」
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク

□ 

毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

□ 

こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た
こ
と

　

 

が
、
楽
し
め
な
く
な
っ
た

□ 

以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
今

　

 

で
は
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る

□ 

自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い

□ 

訳
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
に
感
じ
る

２
つ
以
上
当
て
は
ま
り
、
そ
の
状
態
が
２

週
間
以
上
ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い
て
い
て
、

生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
場
合
、「
う
つ
」

の
可
能
性
を
考
え
、
相
談
窓
口
や
医
療
機

関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
周
り
の
人
た
ち
が

　
で
き
る
こ
と

　

身
近
な
人
の
様
子
が
「
い
つ

も
と
違
う
な
」
と
い
う
変
化
に

早
め
に
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
ず
は
「
ど
こ
か
具
合
が
悪
い
？
」「
眠
れ
て
い

る
？
」「
何
か
悩
ん
で
い
る
？
」
と
い
っ
た
「
声
か
け
」

を
し
、
専
門
機
関
へ
の
相
談
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

　

自
殺
を
防
ぐ
に
は
、
社
会
全
体
で
お
互
い
を
支

え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
１

人
ひ
と
り
が
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
地
域
全
体
の
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

身
近
な
人
の
心
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
か
け
が

え
の
な
い
大
切
な
心
と
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問合せ先　健康管理センター　☎ 25 － 5311

●健康管理センター（☎ 25－5311）
　臨床心理士による相談
　〈こころの相談日〉
　と　き　３月７日㈭、10 日㈰、22 日㈮
　　　　　９時 30 分～ 16 時 30 分
　※完全予約制ですので、事前にお申込みください。

●二州健康福祉センター（☎ 22－3747）
　精神科医、保健師による相談

●県精神保健福祉センター（☎ 0776－26－4400）
　来所相談、電話相談

ひとりで悩まず早めのご相談を

「こころの相談」受付窓口
３月は休日
相談日もあ
ります！

感情面
気 分 が 沈 む、 涙 も
ろ く な る、 自 分 を
責 め る、 死 に た く
なる　など

身体面
不眠、食欲不振、体
重 減 少、 頭 痛、 耳
鳴 り、 め ま い、 吐
き気、腹痛　など

意欲面
やる気がでない、集
中力・行動力・決断
力の低下、記憶力の
低下、興味・関心が
なくなる　など

「うつ」のサイン
   　こんな症状は
      　　ありませんか？

（図１）

心


